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1. はじめに 

近年、海外への旅行者は増加の傾向にあり、手話を利用

する聴覚障害者もその例にもれない。それと同時に海外およ

び日本で異なる手話言語の話者とコミュニケーションをする

機会が多くなり、異なる手話言語を持つ者同士が自分の習

得している手話を用いて意思疎通を図ろうとすることが予想

される。本研究では手話話者を対象とした異なる手話言語を

持つ者同士のコミュニケーション支援について考え、新しい

コミュニケーションツールについての検討を行った。ツールは

手話話者にとって使いやすいものでなければならず、手話

話者の認知特性を考慮する必要がある。手話話者は聴者と

比較して表現力が豊か、手話以外でも身振りやジェスチャー

を多用する、画像の思考処理が速いことが経験的に知られ

ている。ここではこれらの特性について整理し、取り上げる。 

2. 心的回転 

 手話は空間上の特徴を利用する視覚言語であり、それゆ

えに手話話者は視覚イメージ能力に熟練していることが予想

され、いくつかの論文では手話話者と心的回転の関係を説

明している。心的回転とは心の中に思い浮かべたイメージを

回転変換する認知的機能のことで、Shepard & Metzler[1]
らは被験者に一方が回転像、あるいは鏡像である三次元ブ

ロックのペアを提示し、それらが同一であるかどうかを判断さ

せ、反応時間を測定した。Emmorey, Kosslyn, & Bellugi 
[2]らはこれと同様な実験を二次元図形で聾の ASL 話者、健

聴の ASL 話者と非手話話者に実施し、ASL 話者が非手話話

者より速い反応時間を示すことを発見した。さらに Talbot 
and Haude [3]らはASL経験6年以下の通訳者が非手話話

者 よ り も 早 く 実 行 す る こ と を 示 し 、 Chamberlain and 
Mayberry[4]らは手話を用いない聾被験者が健聴の非手

話話者と同様に実行したことを示した。また稲川[5]は二次元

図形とアイコンにおいて聾の日本手話話者が非手話話者よ

りも早く実行することを示した。以上のことから手話言語の種

類に関わらず手話経験が心的回転を増強することが示唆さ

れる。この特性により手話話者はコミュニケーションツール上

の図形の表示方向を考慮する必要がないということが予想さ

れる。 

3. 運動処理 

手話を理解にするにあたって手話運動の視覚処理は重要

であり、運動識別は語彙識別と同様である。すなわち手話運

動が認識されることは手話自身が認識されるということである。

Bonnet[6]は、手話話者は会話の際に両手の軌道よりも顔

面を注視するので、視野の中央部ではなく周辺部の運動識

別が手話の知覚において重要であり、手話が顔から離れて

表出される時に語彙識別は周辺視野に依存し、運動識別は

周辺視野の選択的機能であると考えた。 

Neville and Lawson[7]らは視野周辺部の運動方向に

関する実験を行い、聾の ASL 話者が健聴の非手話話者だけ

でなく健聴の ASL 話者よりも速いことを示し、これが手話経

験でなく聴覚欠如からくるものだと示唆した。Neville and 
Lawson[7]の調査では聾及び健聴の ASL 話者が健聴の非

手話話者と比較して右視覚視野（左半球）での運動検知に

おいてより正確だということを示した。これらの特性はコミュニ

ケーションツールで動きのある情報を提示する際に理解に役

立つことが予想される。 

4. 顔処理 

 Bellugi, O’ Grady, et al[8]らは異なる方向、照明条件で

提示された複数の顔の中から目標の顔と同じ顔を見つけさ

せる The Benton Test of Face Recognition[9]を用いて、

手話を用いる聾の子供が健聴の子供よりも良い実行をするこ

とを発見した。またBettger[10]は大人の手話話者であること

を示し、ネイティブでない聾の ASL 話者が健聴の非手話話

者よりも正確であり、ネイティブの聾手話話者、聴手話話者と

同じ結果を出すことを発見した。これらをまとめると聾者の優

れた実行は聴覚欠如でなく手話経験によるもので、さらには

第１言語である必要はないことが示唆される。これらの特性

はテレビ会議やアバターなど表情を用いたコミュニケーショ

ンで役立つことが予想される。 
5. まとめ 

本研究では手話者の特性について心的回転、運動処理、顔

処理について調査し、整理した。これらを今後のコミュニケー

ションツールの提案に役立てる。 
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